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日本郵便の成長に向けた投資

2025年3月に実施したゆうちょ銀行株式3次売出しにより、日本郵政は約6,000億円の売却手取金を獲得。
売却手取金を活用し、日本郵政が日本郵便による6,000億円の新株を引き受けることにより、日本郵便の経営基
盤の強化を図るとともに、増資資金をJPビジョン2025＋で掲げた郵便・物流事業等の成長領域への投資に活用
し、収益拡大及び利益向上を図る。

日本郵便の成長に向けた投資(2025年度以降)

● 物流分野の能力増強への投資
荷物の増加に対応して、郵便・物流ネットワークを荷物処理を中心としたものに整備。

● 戦略的なIT投資
差出データ、配達先情報やストックデータを活用して配達の効率化や不在再配達率の削減を図る。
併せて、DXを活用した窓口業務の効率化を推進。

● M&A
トナミHDのM&Aにより、多様なニーズへの対応力及び価格交渉力を強化し、収益規模の拡大を図る。

● 郵便局の環境整備・価値向上
郵便局の修繕、耐震補強、バリアフリー工事等を進め、従業員の労働環境を整備することにより、
社員満足度の向上を図る。
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